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それはバルトの写真論では欠落していた特性であり、バルトが母の写真に欲していたのはそうした異質な他
者性の徹底的な排除だった」と特筆された。金川は被写体と撮影者の間に生じる「他者性」を露わにする写
真の性質に着目し、自身の制作における経験と照らし合わせながら写真論を展開している。「写真は意味では
無く存在に向かう」ことへ帰結する本論文は存在論も含む内容であり、論文審査結果要旨において「個人の
問題を超えた「存在としての写真」の可能性へ開いてゆく論考」として高い評価を得ている。 
金川にとって父を撮るとは「父親らしい写真」を得ることではなく、「私の父親であるこの男は何者か？」
という問いであり、答えは容易に見出せるものではなかった。試行錯誤を重ね、写真に写る父親と対峙し続
ける中で、金川は写真に付される「意味」が恣意的であることを実感し、写真とは「存在」であると深く理
解するに至った。35ミリカメラや4×5インチカメラを用い、様々な方法論が試みられているが、これは撮影
手法の選択自体が生じさせる意味を無化するためであり、その結果としてコンパクトカメラを父親に渡し、
毎日一枚ずつ自分の顔を撮ってもらう作品「father 2009.04.10-」が生まれた。撮影者不在の写真作品をコ
ンセプチュアルな作風と解する向きもあろうが、これは金川がたゆまぬ制作を通じて得た写真の本質を示す
作品であり、机上において言葉や理論で練り上げた種の作品とは一線を画している。 
論文、作品ともに写真を軸に「意味」「存在」の問題が深く考察され、同時に写真の本質をめぐる意義深い
論考を含む。制作に向かう真摯な姿勢も高く評価できるものであり、審査会一致で博士号授与に値するとの
判断に達した。 
